
五穀豊穣、商売繁盛を願い 
　野沢の諏訪・熊野両神社の祭礼が9月15日と16日の2日 
間にわたり行われました。                             
　祭礼では、五穀豊穣と商売繁盛を願う勇壮な御輿渡御が 
繰り広げられるとともに、山車が町内をくまなく練り歩き、 
夜遅くまで掛け声や笛、太鼓の音がこだましていました。 
また、通りには出店も多数でて、野沢は活気であふれてい 
ました。 
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いつまでも 
お元気で長生きを 

白寿の記念品を受け山口町長と握手を 
交わす新田トラさん（さゆりの園）＝左 
謝辞を述べる石川昭さん（9町内1）＝右 
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【女性】 
佐　藤　マツノ（106）さゆりの園 
矢　部　ツルヨ（99）中ノ沢 
新　田　ト　ラ（99）さゆりの園 
杣　木　イ　セ（98）１町内 
土　田　シゲノ（98）上野尻 
相　馬　サ　チ（98）9町内1 
田　邊　ミ　ナ（98）さゆりの園 
小　島　マ　キ（97）６町内 
伊　藤　ミ　サ（97）屋　敷 
二　瓶　タケイ（97）橋　屋 
五十嵐　サ　ン（96）小　山 
齋　藤　ヒ　サ（96）堀　越 
小　林　チヨシ（96）山　浦 
長谷川　マ　ス（96）中　野 
橋谷田　ト　メ（95）１町内 
森　　　ヨシイ（95）下野尻 
沼　澤　ハル井（95）５町内 
伊勢亀　ナ　ヂ（95）下小島 
鈴　木　ハツイ（95）４町内 
石　田　リ　イ（95）小綱木 
齋　藤　佐　代（95）４町内 
佐　藤　タキノ（95）滝　坂 
松　崎　ト　シ（94）上野尻 
佐　藤　タケノ（94）高　目 
五十嵐　ヨ　ツ（94）さゆりの園 
山　本　　　節（94）３町内 
小　林　ト　シ（94）山　浦 
小　原　イ　シ（93）宝　川 
佐　藤　キ　ン（93）極　入 
鎌　倉　フ　ヂ（93）端　村 
丹　藤　キ　ヨ（93）８町内 
武　藤　美　志（93）井　谷 
長谷川　タ　イ（93）戸　中 
古　川　ハルノ（93）橋　屋 
三　留　モ　ト（93）６町内 
鈴　木　た　か（93）小清水 
長谷川　キシノ（93）下野尻 

【男性】 
長谷川　常　興（98）下野尻 
伊　藤　義　美（97）徳　沢 
藤　原　義　雄（96）下野尻 
雅楽川　二　郎（95）上野尻 
大　槻　和　市（95）芝　草 
渡　部　　　緑（94）３町内 
長谷沼　和　吉（94）小清水 
折　笠　又　次（94）森　野 
長谷川　　　栄（94）軽　沢 
高　久　　　傳（93）萱　本 
三　橋　長　一（93）縄　沢 
小　原　　　明（93）宝　川 
小野木　喜四郎（93）真ケ沢 
佐　藤　忠　雄（93）１町内 
山　口　董　作（93）新　町 
渡　部　正　志（92）黒　沢 
井　上　　　保（92）西　原 
伊　藤　文　夫（92）さゆりの園 
山　内　正　壽（92）9町内2 
新　澤　常　次（92）戸　中 
荒　海　清　衛（91）小綱木 
齋　藤　　　忌（91）上小島 
二　瓶　清次郎（91）9町内1 
小　林　平　八（91）9町内2 
三　留　傳太郎（91）縄　沢 
小　林　長　雄（91）さゆりの園 
齋　藤　富　次（90）堀　越 
渡　部　五　郎（90）１町内 
橋谷田　三　郎（90）１町内 
橋谷田　義　雄（90）２町内 
玉　木　四　郎（90）向　原 
井　上　咲　次（90）８町内 
石　井　元　甲（90）中　町 
猪　俣　重　善（90）さゆりの園 
星　　　正　男（90）10町内 
山　形　一　士（90）徳　沢 
五十嵐　留　七（90）中ノ沢 

折 

9月15日現在　敬称略 

  

  

　
今
年
は
、
昨
年
よ
り
九
十
六
人
多

い
、
二
千
六
百
三
十
八
人
（
野
沢
地

区
七
百
七
十
一
人
、
尾
野
本
地
区
五

百
四
十
八
人
、
群
岡
地
区
四
百
九
十

九
人
、
新
郷
地
区
二
百
八
十
三
人
、

奥
川
地
区
四
百
八
十
五
人
、
さ
ゆ
り

の
園
五
十
二
人
）
の
お
年
寄
り
が
招

待
さ
れ
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
大
勢

の
お
年
寄
り
の
方
々
が
出
席
、
元
気

な
顔
を
合
わ
せ
、
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。
 

　
敬
老
会
で
は
、
山
口
町
長
が
長
寿

を
た
た
え
る
と
と
も
に
「
さ
ら
な
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ト
ー
タ
ル
ケ
 

ア
の
健
康
な
町
づ
く
り
に
向
け
、
し

っ
か
り
と
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
引
き
つ
づ
い
て

白
寿
や
米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
た
方
々

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
夫
妻

に
は
、
福
島
民
報
社
と
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
そ
の
後
、
招
待
者
の
代
表
か
ら
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
野
沢
・
尾
野
本
地

区
の
敬
老
会
で
は
石
川
昭
さ
ん
（
九

町
内
一
）
が
「
平
均
寿
命
は
八
十
歳

以
上
が
当
た
り
前
の
時
代
と
な
り
ま
 

し
た
。
七
十
歳
に
な
っ
た
今
年
を
節

目
と
し
て
、
元
気
に
第
二
の
人
生
を

生
き
、
百
歳
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
長

寿
を
誓
い
ま
し
た
。
 

　
式
の
後
に
は
、
恒
例
の
余
興
が
行

わ
れ
、
各
地
区
の
団
体
が
歌
や
踊
り

を
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
か

わ
い
ら
し
い
遊
戯
を
披
露
す
る
と
、

出
席
者
は
笑
顔
で
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
余
興
で
は
飛
び
入
り
参
加

で
歌
を
披
露
す
る
元
気
な
方
も
い
た

り
し
、
出
席
し
た
方
々
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

長 寿 
番 付 

者 
米
寿
の
記
念
品
を
受
け
る
渡
部
と
し
さ
ん
 

（
八
町
内
）＝
上
、
花
笠
音
頭
を
披
露
す
る
 

穂
波
会
の
み
な
さ
ん
＝
下
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三
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
グ
ラ
ン

ド
整
備
工
事
は
間
も
な
く
完
了
す
る

見
通
し
で
す
。
ま
た
、
校
舎
前
な
ど

の
緑
化
工
事
も
発
注
し
ま
し
た
の
で
、
 

降
雪
前
ま
で
に
整
備
で
き
る
予
定
で

す
。
 

 
さ
ら
に
、
平
成
十
五
年
度
の
補
助

事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
た
「
ビ
オ

ト
ー
プ
園
（
自
然
の
生
態
系
を
学
ぶ

た
め
の
自
然
観
察
園
）整
備
事
業
」が

今
年
度
前
倒
し
採
択
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
生
徒
に
生
態
系
や
自
然
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

本
校
舎
棟
の
北
側
に
池
や
小
川
、
湿

地
帯
な
ど
を
整
備
し
、
動
植
物
が
生

息
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

 
旧
西
会
津
中
学
校
校
舎
等
の
取
り

壊
し
に
つ
い
て
は
、
跡
地
に
バ
ス
ロ

ー
タ
リ
ー
や
駐
車
場
な
ど
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
り
壊

し
工
事
の
早
期
発
注
に
向
け
て
鋭
意

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

    
廃
校
に
な
っ
た
旧
群
岡
中
学
校
の

利
活
用
や
町
が
こ
れ
ま
で
推
進
し
て

き
た
「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」
の
町
づ
く

り
で
得
た
技
術
や
人
材
を
活
用
し
、

新
た
な
地
域
振
興
策
を
見
い
出
す
こ
 

と
を
目
的
に
国
の
補
助
を
受
け
、
昨

年
度
か
ら
個
性
あ
る
山
村
地
域
の
再

構
築
実
験
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
年
度
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
実

験
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
実
験
事
業
の

実
施
と
、
そ
の
成
果
の
検
証
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
具
体
的
に
は
、
二
泊
三
日
と
五
泊

六
日
の
二
つ
の
コ
ー
ス
で
参
加
者
に

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
二
泊
三
日
の
コ

ー
ス
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講

座
や
農
業
体
験
、
指
圧
体
験
、
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
を
使
用
し
た
健
康
食
づ
く

り
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
、
五

泊
六
日
の
コ
ー
ス
は
二
泊
三
日
の
メ

ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
そ
ば
打
ち
体
験
や

山
野
の
散
策
、
森
林
浴
、
餅
つ
き
体

験
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
や
ハ
ー
ブ
療

法
体
験
な
ど
の
多
彩
な
内
容
で
十
月

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

 
ま
た
、
各
コ
ー
ス
と
も
初
日
と
最

終
日
に
各
種
検
査
を
行
い
、
医
学
的

な
見
地
か
ら
そ
の
成
果
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
と
東
洋
医

学
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
も
研

究
す
る
予
定
で
す
。
 

    
福
島
市
に
本
社
を
置
き
、
県
内
外
 

に
約
四
十
店
舗
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

を
展
開
し
て
い
る
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
 

西
会
津
中
学
校
周
辺
整
備
 

の
推
進
 

個
性
あ
る
山
村
地
域
づ
く
 

り
の
推
進
 

ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
の
町
内
 

出
店
意
向
へ
の
対
応
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猪　俣　正　博さん 
（道目） 

  

     か
ら
磐
越
道
西
会
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
出
店
し
た
い
と
の
意
向

が
今
年
に
入
り
示
さ
れ
、
五
月
に
は

町
商
工
会
へ
出
店
計
画
の
概
要
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
同
社

の
出
店
に
よ
り
近
隣
市
町
村
か
ら
の

購
買
客
の
増
加
な
ど
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
出
店
に
つ
い
て
理
解
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
状
況
を
見
守
っ

て
い
く
考
え
で
す
。
 

   　
受
診
者
の
負
担
軽
減
と
受
診
率
の
 

向
上
を
図
る
た
め
、
今
ま
で
別
々
に

実
施
し
て
い
た
基
本
健
診
、
結
核
検

診
、
胃
が
ん
検
診
を
一
度
で
行
う
総
 

合
検
診
を
新
規
事
業
と
し
て
七
月
十

八
日
か
ら
八
月
二
十
一
日
の
十
八
日

間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
に
よ
り
、
各
健
（
検
）
診
の

受
診
者
が
増
加
し
、
特
に
胃
が
ん
検

診
は
二
百
四
人
の
増
と
な
り
受
診
率

が
向
上
し
ま
し
た
。
 

 
今
後
も
各
種
疾
病
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
の
た
め
総
合
検
診
を
継
続

し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
検
診
の

実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

        　
去
る
七
月
十
日
の
台
風
六
号
、
十

五
日
の
七
号
で
被
害
を
受
け
た
箇
所

の
現
地
調
査
を
行
い
、
農
地
農
業
用

施
設
は
用
水
路
な
ど
十
六
箇
所
を
、

公
共
土
木
施
設
は
道
路
三
路
線
、
河

川
一
箇
所
を
被
害
箇
所
と
し
て
申
請

し
、
九
月
二
日
と
十
日
に
災
害
査
定

が
完
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
林
道
三

路
線
五
箇
所
の
災
害
査
定
は
、
十
月

上
旬
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
今
後
も
被
害
箇
所
の
早
期
復
旧
に

向
け
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

   　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
一
億
九

千
六
百
七
十
五
万
五
千
円
を
増
額
し
、
 

予
算
総
額
を
五
十
八
億
一
千
七
百
七

十
二
万
五
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。
 

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
ビ
オ

ト
ー
プ
園
整
備
な
ど
の
西
会
津
中
学

校
周
辺
整
備
事
業
費
の
ほ
か
、
生
活

バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
無
線
機
購

入
費
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
費

の
追
加
な
ど
で
す
。
 

   ◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
（
法
人
税

　
法
の
改
正
に
伴
う
一
部
改
正
）
 

◆
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　
改
正
（
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う

　
一
部
改
正
）
 

◆
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　
正
（
国
の
医
療
保
険
制
度
改
正
に

　
伴
う
一
部
改
正
）
 

◆
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
（
消
防
団
の
定
員
を

　
五
百
八
十
八
名
か
ら
百
三
名
減
ら

　
し
、
五
分
団
二
十
六
部
・
四
百
八

　
十
五
名
と
す
る
改
正
）
 

◆
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
 

　
（
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
町
の
検

　
認
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

　
る
条
例
の
廃
止
）
 

◆
平
成
十
三
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の

　
認
定
（
一
般
会
計
、
工
業
団
地
造
 

     　
町
教
育
委
員
会
委
員
が
一
名
欠
員

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
く
猪

俣
正
博
さ
ん（
五
四
）を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、九
月
定
例
議
会
で
同
意
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
成
事
業
特
別
会
計
、
商
業
団
地
造

　
成
事
業
特
別
会
計
、
住
宅
団
地
造

　
成
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
施
設

　
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水

　
処
理
事
業
特
別
会
計
、
老
人
保
健

　
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

　
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
介

　
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
、
簡

　
易
水
道
等
事
業
特
別
会
計
、
水
道

　
事
業
会
計
）
 

◆
平
成
十
四
年
度
補
正
予
算
の
調
製

　
（
一
般
会
計
、
商
業
団
地
造
成
事

　
業
特
別
会
計
、
下
水
道
施
設
事
業

　
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
処
理

　
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
 

　
水
道
事
業
会
計
）
 

◆
字
の
区
域
の
変
更
（
商
業
団
地
内

　
の
分
譲
地
に
二
つ
の
字
が
あ
る
た

　
め
「
野
沢
字
下
條
」
と
し
て
一
つ

　
の
字
に
す
る
変
更
 

◆
町
特
別
功
労
表
彰
者
の
決
定
 

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
 

  

総
合
検
診
に
よ
り
健
康
 

づ
く
り
を
推
進
 

台
風
6
号
・
7
号
に
よ
る
 

被
害
箇
所
の
対
応
 

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
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出荷される西会津ミネラルトマト ミネラル野菜市（商業団地） 

農業科学研究所長 中嶋常允先生（熊本県）の指導による土の処方箋＝土壌診断書 

健康な土づくり 

さ
ら
な
る
生
産

さ
ら
な
る
生
産
･
流
通
の
拡
大
に
向
け

流
通
の
拡
大
に
向
け
 

  

                
健
康
な
土
づ
く
り
は
今
年
度
五
年

目
を
迎
え
、
六
月
一
日
に
は
ミ
ネ
ラ

ル
農
産
物
の
常
設
直
売
所
「
に
し
あ

い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
市
」
が
商

業
団
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
町
内
は
 

            も
と
よ
り
町
外
や
県
外
か
ら
大
勢
の

方
が
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
 

 
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
四
カ
月

が
経
過
し
、
直
売
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
給
食
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
会
、
ロ

ー
タ
ス
イ
ン
へ
の
食
材
の
供
給
に
よ

り
健
康
づ
く
り
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
 

 
さ
ら
に
町
を
代
表
す
る
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
は
、
こ
だ
わ
り
の
農

産
物
と
し
て
、
有
利
な
価
格
で
市
場

取
引
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

町
で
は
生
産
者
や
関
係
団
体
と
協
力

し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
生
産
や
流
通

の
拡
大
を
図
り
、
付
加
価
値
農
業
を

推
進
し
ま
す
。
 

    
今
年
度
も
町
内
農
地
の
土
壌
診
断

を
実
施
し
ま
す
。
 

 
分
析
項
目
は
過
剰
気
味
な
窒
素
・
 

      リ
ン
酸
・
カ
リ
の
三
大
要
素
や
欠
乏

気
味
の
亜
鉛
・
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
ほ
か
、
ペ
ー
ハ

ー
な
ど
全
十
九
項
目
で
す
。
ミ
ネ
ラ

ル
農
産
物
の
普
及
に
よ
り
、
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
土
壌
診

断
を
実
施
く
だ
さ
い
。
 

    
土
壌
診
断
は
、
原
則
一
戸
に
つ
き

一
点（
一
カ
所
）で
、
町
が
土
壌
診
断

料
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、「
何
箇

所
か
診
断
し
た
い
」、「
参
考
に
土
壌
 

の
状
態
を
知
り
た
い
」
と
い
う
場
合

は
、
自
費
で
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 
「
健
康
な
土
づ
く
り
」
の
考
え
に

基
づ
き
土
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
た

だ
け
る
方
で
、
現
地
指
導
や
相
談
会

に
参
加
し
、
取
組
状
況
な
ど
情
報
提

供
に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
実
施
で
き
ま
す
。
 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
林
課
、
奥

川
支
所
、
新
郷
連
絡
所
及
び
町
内
の

農
協
各
支
所
に
あ
る
土
壌
診
断
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
十

月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に
農
林
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
土
壌
の
採
取
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
後
日
説
明
会
（
十
一
月
下
旬
頃

予
定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
農
林
課
農
政
係
 

 
　
　
│
４
５
３
１
 

 
 
 
 
 
 
　普及会員になった場合、土壌診断を 
基に土壌の改良を実践、農地をミネラ 
ル農産物の生産農地として登録し、生 
産したものを直売所や給食センター等 
に出荷することになります。 
 
 
 
 
 
　にしあいづ健康ミネラル野菜普及会 
への加入を希望される方は、農林課農 
政係にご相談ください。 

さ
ら
な
る
生
産

さ
ら
な
る
生
産
･
流
通
の
拡
大
に
向
け

流
通
の
拡
大
に
向
け
 

健康な土づくり 

45
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一定以上の所得がある方 
及び一般の方 

90日までの入院 

780円 

8,000円 

12,000円 40,200円 

24,600円 

15,000円 

40,200円 

650円 

300円 

500円 
90日を超える入 
院（過去12カ月 
の入院日数） 

低　　所　　得　　者　　Ⅰ 

低所得者 
　 Ⅱ 

一定以上の所得が 
ある方（２割） 

外来（個人ごと） 

自己負担限度額 

（外来＋入院） 
72,300円＋医療費が361,500円を超 
えた場合は、 超えた分の１％を加算 
※過去12カ月間に４回以上高額医療 
　費の支給があった場合、４回目以 
　降は40,200円 

一 般 の 方（１割） 
低所得者 
　住民税 
　非課税 
　世帯等 

Ⅱ 
（１割） 
Ⅰ 

（１割） 

世帯単位での自己負担額 
計64,200円 

A病院 
10,000円＋ 
B病院 
10,000円＝ 
20,000円を 
支払った 

外来の自己負担限度 
額（一般）12,000円 

8,000円が 
あとから 

払い戻されます 

外来の自己負担限度 
額（一般）12,000円 

18,000円が 
あとから 

払い戻されます 

自己負担限度額（一般） 
40,200円 

24,000円が 
あとから払い戻されます 

申請により払い戻される 
のは、合計50,000円です 

夫（外来）12,000円＋ 
妻（外来）12,000円＋ 
妻（入院）40,200円　 

③世帯合算 ①外来の費用 

②入院の費用 

夫 

C病院 
30,000円を 
支払った 

妻 

入院の自己負担限度額 
（一般）は40,200円なので 
40,200円を病院の窓口 
で支払います 

残り39,800円は 
負担の必要があ 
りません（老人 
保健が負担）　 

D病院 
入院の費用 
が80,000円 
かかった 

妻 

老人保健が 
変わりました 

             
老
人
保
健
の
対
象
年
齢
が
、
 

「
七
十
歳
以
上
」か
ら「
七
十
五
 

歳
以
上
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

 
た
だ
し
、
平
成
十
四
年
九
月
 

三
十
日
現
在
で
七
十
歳
以
上
の
 

方
と
、
六
十
五
歳
以
上
で
一
定
 

の
障
害
の
あ
る
方
は
、
引
き
続
 

き
老
人
保
健
の
対
象
と
な
り
ま
 

す
。
 

    
被
保
険
者
証（
保
険
証
）、
健
 

康
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
の
三
 

つ
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
 

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
医
療
 

受
給
者
証
は
十
月
一
日
よ
り
新
 

し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

以
前
の
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
 

ん
の
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
ご
 

注
意
く
だ
さ
い
。
 

  

  

    
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
に
窓

口
で
支
払
う
負
担
額
は
、
外
来
、
入

院
と
も
に
一
割
負
担
（
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
は
二
割
負
担
）
と
な

り
ま
す
。た
だ
し
、入
院
の
場
合
は
、
 

負
担
軽
減
の
た
め
月
々
の
負
担
額
に

自
己
負
担
限
度
額
（
表
１
）
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
限
度
額
以
上

に
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
ま
た
、
入
院
時
の
食
事
代
は
、
一
 

日
に
つ
き
「
表
２
」
の
定
額
を
別
途

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

    
一
カ
月
間
の
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
負
担
額
が
、
「
表
１
」
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
と
き
、
そ
の
超

え
た
額
を
町
に
申
請
す
る
と
、
老
人

保
健
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
 

 
こ
の
場
合
、
同
一
世
帯
内
の
全
て

の
老
人
保
健
対
象
者
の
外
来
と
入
院

の
負
担
額
を
合
算
し
、
限
度
額
を
超

え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
 

高
額
医
療
費
の
計
算
で
 

合
算
で
き
る
も
の
は
？
 

 
病
院
や
診
療
所
な
ど
に
支
払
っ
た

全
て
の
負
担
額
を
月
単
位
で
合
算
し

ま
す
。
少
額
な
も
の
や
調
剤
薬
局
で

の
負
担
額
も
全
て
合
算
で
き
ま
す
。
 

 
た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
代
や
保

険
の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ト
料
な
ど

は
合
算
で
き
ま
せ
ん
。
 

 

窓
口
で
支
払
う
 

医
療
費
の
負
担
額
 

医
療
費
が
高
額
に
 

な
っ
た
場
合
 

対
象
年
齢
が
変
わ
り
 

ま
し
た
 

診
察
を
受
け
る
と
き
 

必
要
な
も
の
は
？
 

　老人保健制度の内容は、 
大変複雑になっています。 
わからないこと、相談した 
いことなどがありましたら 
町民生活課に問い合わせく 
ださい。 
 
【問い合わせ先】 
　町民生活課町民生活係 
　　45－２２１５ 

　老人保健制度は、高齢者が医療機関で 
診察を受けるときの負担を軽くし、安心 
して医療を受けられるようにするための 
制度です。 
　この老人保健制度の一部が10月１日か 
ら改正されましたので、本号ではその内 
容をお知らせします。 

老人保健が 
変わりました 

※「表１」と「表２」の低所得者とは、 
　住民税非課税世帯の方などで「認定 
　証」の交付を受けることにより、限 
　度額が軽減されますので、町民生活 
　課に申請のうえ、認定証の交付を受 
　けてください。 
　なお、認定証の提示がない場合は、 
　一般世帯の方と同じ取扱いになりま 
　す。 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
。
ま
も
な
 

　
　
　
　
く
紅
葉
の
季
節
で
す
ね
。
 

　
　
　
　
　
こ
の
秋
、
友
達
と
田
島
 

や
下
郷
の
方
に
景
色
を
見
に
行
く
予
 

定
な
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
今
月
は
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
に
 

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
 
 
 

　
日
本
で
ア
メ
リ
カ
と
い
う
と
、
ほ
 

と
ん
ど
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
 

と
い
う
意
味
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
と
 

い
う
言
葉
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
 

の
ほ
か
、
北
ア
メ
リ
カ
の
カ
ナ
ダ
や
 

南
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
含
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
カ
ナ
ダ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
 

国
々
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
似
て
い
 

る
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
が
、
文
化
や
 

言
語
な
ど
違
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
と
韓
国
が
違
う
よ
う
に
、
カ
ナ
 

ダ
と
ア
メ
リ
カ
も
違
う
の
で
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
は
、
経
済
力
、
テ
レ
ビ
 

や
映
画
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
 

で
カ
ナ
ダ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
 

い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
に
 

は
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
と
は
言
語
が
違
 

　九重親方（元千代の富士）が９月 
４日に来町、中体連県大会で好成績 
だった西会津中特設相撲部の８名と 
対談しました。部員たちは親方の相 
撲を初めたきっかけ、強い力士やプ 
ロの勝負談を聞き、緊張しながら質 
問をしていました。 
　また、親方からの「部活を続け、 
こつこつ練習してください。興味が 
あるならいつでも九重部屋に来てく 
ださい」ということばに夢を膨らま 
せていました。 
〈中体連県大会相撲個人学年別入賞者〉 
　第３位　西会津中２年　井上春輔（道目） 
　第３位　　　〃　　１年　佐藤浩平（杉山）〈敬称略〉 

　９月３日、健康な土づくりの公開講座が町公民館で開かれました。講座では、 
生活協同組合エル（千葉県）の本郷靖子理事長による講演が行われ、都市部の消 
費者が求めることや、生産者と消費者がともに学ぶ交流事業などが紹介されまし 
た。理事長は最後に「安全でおいしい食材づくりのため、健康な土づくりを進め 
てください」と参加者を激励、参加者は消費者の視点を学んでいました。 
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い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
は
２
カ
国
語
併
用
 

の
国
な
の
で
法
律
で
も
、
食
べ
物
の
 

レ
ベ
ル
で
も
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
 

の
両
方
を
必
ず
書
か
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
同
じ
英
語
で
も
 

単
語
の
づ
づ
り
方
や
、
方
言
な
ど
の
 

点
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
 

　
２
点
目
は
、
カ
ナ
ダ
に
は
国
民
全
 

員
に
対
す
る
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
だ
れ
で
も
お
金
の
有
無
に
 

か
か
わ
ら
ず
必
要
な
治
療
を
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

　
３
点
目
は
、
カ
ナ
ダ
は
大
統
領
制
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
代
表
は
日
 

本
と
同
じ
総
理
大
臣
で
す
。
 

　
４
点
目
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
自
分
 

を
守
る
た
め
、
銃
を
持
つ
権
利
が
あ
 

り
ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
は
、
そ
れ
が
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
軍
事
予
算
は
、
 

ア
メ
リ
カ
に
比
べ
、
　
分
の
１
で
、
 

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
エ
 

チ
オ
ピ
ア
や
中
東
な
ど
で
平
和
維
持
 

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
 

に
は
、
違
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
 

り
ま
す
。
 

　
私
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
、
母
国
に
誇
 

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
一
方
で
、
 

国
際
社
会
の
中
、
ほ
か
の
国
と
強
い
 

関
係
を
築
く
こ
と
も
、
と
て
も
重
要
 

な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　９月７日、電動三輪車の交通安 

全教室が開催されました。（交通 

安全協会新郷分会主催）  

　この日は、約20名が電動三輪車 

で新郷小学校の校庭に集合、警察 

官らの指導のもと、交通事故防止 

のための安全な走行を学んでいま 

した。 

　
９
月
６
日
、
新
郷
地
区
の
４
会
場
で
防
 

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
 

消
防
団
員
や
消
防
署
員
、
地
区
住
民
も
参
 

加
、
地
震
発
生
に
よ
り
火
災
等
の
災
害
が
 

お
き
た
想
定
の
も
と
、
通
報
や
避
難
、
救
 

助
、
初
期
消
火
、
放
水
な
ど
、
い
つ
発
生
 

す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
た
本
番
 

さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
尾
野
本
保
育
所
と
す
わ
保
育
所
の
合
同
 

運
動
会
が
９
月
８
日
に
尾
野
本
小
学
校
で
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
運
動
会
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
種
目
に
 

奮
闘
す
る
子
ど
も
た
ち
と
、
訪
れ
た
父
母
 

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
 

の
応
援
で
盛
り
上
が
り
、
秋
空
に
は
歓
声
 

が
響
い
て
い
ま
し
た
。
 

30
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

今でも縄ないはまかせて！ 
（縄ないリレー） 

もう少しで勝ちだ！ 
（綱引き） 

見てて！！1回で通過！！ 
（ゲートボール） 

ひごろきたえし、こののど！！ 
（ビール飲みリレー） 

やった～1位だ 
（六足競争） 

ムカデ 

  

          （
第
　
回
野
沢
町
内
親
善
大
運
動
会
）
 

　
会
場
：
西
会
津
中
学
校
校
庭
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
芝
　
草
チ
ー
ム
 

２
位
：
安
　
座
チ
ー
ム
 

３
位
：
堀
越
・
塩
喰
・
芹
沼
チ
ー
ム
 

  （
第
　
回
群
岡
地
区
体
育
祭
）
 

　
会
場
：
旧
群
岡
中
学
校
校
庭
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
宝
　
川
チ
ー
ム
 

２
位
：
大
字
屋
敷
チ
ー
ム
 

３
位
：
上
野
尻
Ａ
チ
ー
ム
 

    　
９
月
１
日
（
日
）
、
収
穫
の
秋
を
目
前
に
し

て
猛
暑
の
な
か
、
町
内
全
地
区
で
、
一
斉
に
町

民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
も
各
地
区
で
大
勢
の
町
民
が
集
ま
り
、

各
地
区
趣
向
を
こ
ら
し
た
種
目
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
青
空
の
も
と
老
い
も
若
き
も
大
き
な

汗
を
か
き
、
心
を
一
つ
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

              （
第
　
回
新
郷
地
区
町
民
体
育
祭
）
 

　
会
場
：
新
郷
小
学
校
校
庭
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
三
河
Ｂ
（
橋
屋
・
戸
中
）
チ
ー
ム
 

２
位
：
豊
洲
Ａ
（
滝
坂
・
滑
沢
）
チ
ー
ム
 

３
位
：
豊
洲
Ｂ
（
柴
崎
・
橋
立
）
チ
ー
ム
 

          （
第
　
回
尾
野
本
地
区
町
民
運
動
会
）
 

　
会
場
：
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
出
ヶ
原
チ
ー
ム
 

２
位
：
松
　
尾
チ
ー
ム
 

３
位
：
上
小
島
チ
ー
ム
 

  （
第
　
回
奥
川
地
区
体
育
祭
）
 

　
会
場
：
奥
川
小
学
校
校
庭
 

【
結
果
】
 

優
勝
：
宮
　
野
チ
ー
ム
 

２
位
：
新
　
町
チ
ー
ム
 

３
位
：
極
　
入
チ
ー
ム
 

野
沢
地
区
 

群
岡
地
区
 

新
郷
地
区
 

尾
野
本
地
区
 

奥
川
地
区
 

4135

2834

38 年
一
度
の
 

　
　
　
大
親
睦
会
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インディアカ 
卓　　　　球 
グラウンドゴルフ 
スイミング（水泳） 
ペ タ ン ク 
ストレッチ体操 
レクダンス 
カローリング 
エアロビクス 

7、14、21、28 
8、22 
11、24 
19、26 
19 
21 
4 
3、17 
12、26

月 
火 
水 
土 
土 
月 
金 
木 
土 

19：00～20：30 
19：00～20：30 
13：30～15：30 
19：30～20：30 
13：00～15：00 
19：00～20：00 
13：30～15：30 
10：00～12：00 
17：00～18：30

旧群岡中学校体育館 
さゆり公園体育館 
さゆり公園多目的広場 
さゆり公園室内プール 
さゆり公園ふれあい広場 
 

西会津町公民館 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　　場 

陶芸に挑戦する奥川小児童 

　
月
教
室
開
催
案
内
 

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
 

   　
「
地
域
の
子
供
は
地
域
で
育
て
よ
う
」
を
合

言
葉
に
、
奥
川
地
区
で
は
地
域
一
体
と
な
っ
て
、
 

こ
の
度
、
学
校
週
５
日
制
に
対
応
し
た
子
供
た

ち
の
活
動
の
場
と
し
て
奥
川
ク
ラ
ブ
「
こ
め
ら

っ
子
」
を
９
月
　
日
（
土
）
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
当
日
は
、
児
童
約
　
名
が
参
加
し
奥
川
小

学
校
で
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
１
回
目
の
活
動
は
陶
芸
教
室
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
陶
芸
に
は
初

体
験
の
児
童
が
多
く
、
思
い
思
い
の
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
防
犯
協
会
奥
川
支

部
、
奥
川
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
と
な
り
、
奥

川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
奥
川
分
館
な
ど
の

参
加
、
協
力
の
も
と
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
 

　
来
年
３
月
ま
で
月
１
回
開
き
、
ス
ポ
ー
ツ
や

年
中
行
事
、
料
理
な
ど
を
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

                       ※
今
月
よ
り
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
再
開
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
 

※
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ル
利
 

　
用
料
と
し
て
　
円
が
必
要
で
す
。
 

※
こ
の
教
室
・
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
い
方
は
、
 

　
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
西
会
津
町
公
民
館
 

　
・
体
育
振
興
係
（
　
　
│
3
2
4
4
）
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  

  

　
お
こ
ん
は
狂
気
の
よ
う
に
な
っ
て
、
川
浦
田
 

地
の
堰
上
げ
口
の
杭
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
夫
 

根
々
兵
衛
の
死
体
を
引
き
上
げ
た
。
見
れ
ば
、
 

猟
師
の
鉄
砲
傷
な
ど
で
は
な
く
、
喉
は
噛
み
破
 

ら
れ
、
手
足
の
骨
は
噛
み
砕
か
れ
、
ま
さ
に
小
 

屋
田
の
お
ま
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
猪
ノ
鼻
の
与
 

吉
の
一
味
が
や
っ
た
仕
業
に
間
違
い
な
い
。
 

　
「
え
い
口
惜
し
や
恨
め
し
や
、
こ
の
無
念
を
 

晴
ら
さ
で
置
く
べ
き
や
」
と
、
お
こ
ん
は
悲
憤
 

の
歯
ぎ
し
り
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
自
分
は
か
 

弱
い
女
の
身
、
い
ま
あ
の
三
人
の
 

悪
党
ど
も
に
立
ち
向
か
っ
た
と
こ
 

ろ
で
敵
う
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
よ
 

り
も
何
よ
り
も
、
こ
こ
は
愛
し
い
 

夫
の
亡
き
が
ら
を
烏
鳶
に
食
わ
さ
 

せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
涙
と
と
も
 

に
土
に
埋
め
、
西
に
向
か
っ
て
手
 

を
合
わ
せ
、
「
南
無
や
西
方
弥
陀
 

釈
迦
如
来
、
修
羅
の
苦
患
を
免
せ
 

給
い
。
南
無
阿
弥
陀
仏

く
、
 

南
無
や
妙
法
蓮
華
経
」
と
称
名
一
念
、
非
業
の
 

夫
の
冥
福
を
祈
る
し
か
な
か
っ
た
。
 

　
お
こ
ん
の
腹
に
は
五
月
半
の
子
供
を
宿
し
て
 

い
た
。
お
こ
ん
は
そ
の
腹
を
撫
で
さ
す
っ
て
、
 

「
よ
い
か
我
が
子
よ
、
今
日
の
こ
の
母
の
涙
を
 

覚
え
よ
や
」
と
言
い
聞
か
せ
、
土
中
の
夫
と
別
 

れ
告
げ
て
芝
草
の
我
が
家
に
戻
っ
て
行
っ
た
。
 

 　
そ
れ
か
ら
数
日
、
何
と
図
太
く
も
猪
ノ
鼻
の
 

の
ど
 

か
な
 

い
と
 

し
ゅ
ら
 

く
げ
ん
 

ひ
ご
う
 

つ
き
 

し
ら
じ
ら
 

ま
で
 

な
か
ぞ
ら
 

か
た
じ
け
な
 

、
　
、
 

、
　
、
 

ま
ぬ
が
 

か
ら
す
 と
ん
び
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 与

吉
が
訪
れ
、
猫
な
で
声
で
白
々
し
く
、
 

　
「
お
こ
ん
さ
ん
よ
、
ご
亭
主
の
根
々
兵
衛
ど
 

ん
は
お
伊
勢
参
り
に
行
っ
た
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
 

い
。
白
河
の
先
で
逢
っ
た
と
い
う
者
が
い
る
ん
 

だ
が
、
あ
ん
た
も
お
一
人
で
、
さ
ぞ
お
淋
し
ゅ
 

う
ご
ざ
ん
し
ょ
う
。
そ
の
お
留
守
居
は
、
い
つ
 

迄
も
拙
者
に
仰
せ
付
け
ら
れ
よ
」
 

　
「
い
つ
迄
も
」
と
は
語
る
に
落
ち
た
言
葉
。
 

お
こ
ん
の
腹
わ
た
は
煮
え
く
り
返
っ
た
が
、
こ
 

　
　
　
　
　
こ
で
ぶ
ち
切
れ
れ
ば
何
も
か
も
お
 

　
　
　
　
　
仕
舞
に
な
っ
て
し
ま
う
。
悔
し
涙
 

　
　
　
　
　
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
、
「
忝
く
は
ご
 

　
　
　
　
　
ざ
ん
す
が
芝
草
の
衆
が
常
に
面
倒
 

　
　
　
　
　
を
見
て
て
く
れ
ま
す
の
で
」
と
予
 

　
　
　
　
　
防
線
を
張
り
な
が
ら
、
さ
り
げ
無
 

　
　
　
　
　
い
顔
で
断
る
の
で
あ
っ
た
。
 

　
　
　
　
　
　
や
が
て
臨
月
。
お
こ
ん
は
無
事
 

　
　
　
　
　
に
女
子
一
人
、
男
子
一
人
を
生
ん
 

　
　
　
　
　
だ
。
姉
は
総
領
な
の
で
お
は
つ
、
 

　
　
　
　
　
弟
は
治
郎
兵
衛
と
名
付
け
た
。
姉
 

　
　
　
　
　
弟
と
も
見
目
よ
く
丈
夫
に
育
ち
、
 

五
歳
に
な
っ
た
時
は
普
通
の
子
供
の
八
、
九
歳
 

に
見
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
人
が
母
の
 

お
こ
ん
に
訊
ね
る
。
 

　
「
中
天
を
行
く
鳥
さ
え
も
父
よ
母
よ
と
慕
っ
 

て
渡
る
の
に
、
我
等
が
父
上
様
は
一
体
い
ず
く
 

に
お
わ
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
か
？
」
 

　
訊
ね
ら
れ
て
お
こ
ん
は
「
こ
ん
な
幼
い
年
な
 

の
に
、
あ
あ
悲
し
や
痛
ま
し
や
」
と
涙
を
こ
ぼ
 

す
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

45

400

10

絵
・
斎
藤
工
房
　
会
津
徳
寿
 

14

30
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鉄の多い食品 

豚レバー 

ブロッコリー 

芽キャベツ 

鉄の吸収率を上げるには 
鉄だけではなく、良質の 
たんぱく質やビタミン・ 
ミネラルもとることが大 
切です 

お茶やコーヒーなどに 
含まれるタンニンは鉄 
の吸収を妨げるので、 
食事前後に多量にのま 
ないようにね！ 

いちご 

レバー 

かつお 
まぐろ など 

鶏レバー 

切り干し大根 

しじみ 

あさり 

大豆 

かき 

ほうれんそう 
ひじき 

　７月19日、３歳児９名を対象に健康診査を行った 
結果、むし歯のない子は３名でした。 

川上　瑞稀ちゃん 
（英二・下松） 

田代　麻乃ちゃん 
（浩貴・上野尻） 

清野　　匠くん 
（喜一・西原） 

  

     
母
子
健
康
手
帳
は
、
母
と
子
の
大
切
な
健
康

の
記
録
で
す
。
 

 
今
年
の
四
月
か
ら
、
最
新
の
医
学
デ
ー
タ
や

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
か
ら
手
帳
の
内
容
が
改

正
さ
れ
、
ま
た
表
紙
も
親
し
み
や
す
い
絵
柄
に

変
わ
り
ま
し
た
。
 

 
妊
娠
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
交

付
を
受
け
て
、
ひ
と
と
お
り
読
み
健
康
管
理
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。
 

【
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
場
所
】
 

 
◆
町
役
場
健
康
福
祉
課
 

 
◆
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 
◆
奥
川
支
所
 

 
※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
栄
養
士
 

 
 
が
健
康
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

                        
妊
娠
後
半
期
の
健
康
診
査
結
果
を
み
る
と
、

貧
血
に
な
る
妊
婦
さ
ん
の
割
合
が
、
平
成
十
三

年
度
は
五
割
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
県
平
均
と

比
べ
て
も
一
割
以
上
、
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

 
貧
血
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
陣
痛
が
弱
く
な
っ

て
分
娩
時
間
が
長
引
い
た
り
、
産
後
の
回
復
が

遅
れ
た
り
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
鉄
分
の
多
い

食
品
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
 

     
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
が
妊
婦
さ
ん
の
病
状
に
応

じ
、
ど
ん
な
措
置
が
必
要
か
を
事
業
主
に
伝
え

る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
カ
ー
ド
を
事
業
主

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
易
な
業
務
に
変

わ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
妊
娠
中
の
健
康
管
理

の
た
め
、
ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
 

母
子
健
康
手
帳
を
 

　
　
　
活
用
し
ま
し
ょ
う
 

貧
血
に
な
る
妊
婦
さ
ん
が
 

　
　
　
　
増
え
て
い
ま
す
 

ご
存
じ
で
す
か
？
 

健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
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みんなの広場 みんなの広場 
雅
楽
川
芳
江
 

　
　
〔
下
野
尻
〕
 
さ ん 

　加藤　悦子さん（9月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　これからも、ともにインディアカ 
頑張りましょう。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

実
家
（
宝
川
）
の
風
景
 

（
　

故
郷
は
い
つ
ま
で
も
あ
り
が
た
き
か
な
 

で
す
ね
ぇ
。）
 

あなたの趣味は？ 
　読書。マンガ専門です。 
 
熱中していることは？ 
　今、インディアカに熱中して 
います。試合で勝ったことは一 
度もありませんが…。 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　仲本工事（ドリフターズ）で 
しょうか。 

これからやってみたいことは？ 
　インディアカの会津大会で入 
賞できるよう頑張りたいと思っ 
ています。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ．Ｉさん（5町内） 

　
今
月
は
、
徳
沢
の
泉
水
正
夫
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。 

　
泉
水
さ
ん
は
、
千
葉
県
出
身
、
自
然
の
中
で
暮
ら
し
た
い
と 

い
う
思
い
や｢

田
舎
暮
ら
し｣

と
い
う
本
の
記
事
を
読
ん
だ
こ
と 

が
き
っ
か
け
で
、
十
年
前
に
会
社
を
辞
め
、
西
会
津
で
農
業
を 

は
じ
め
た
そ
う
で
す
。 

　
現
在
は
、
健
康
な
土
づ
く
り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
に 

取
組
み
、
午
前
中
は
収
穫
や
畑
の
管
理
、
午
後
は
出
荷
へ
向
け 

た
箱
詰
め
作
業
な
ど
を
行
い
、
千
葉
の
実
家
の
直
売
所
や
保
育 

所
、
児
童
相
談
所
、
ま
た
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
毎
日
と
れ
た 

て
の
野
菜
を
直
送
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
西
会
津
給
食
セ
ン
タ
ー
や
商
業
団
地
の
直
売
所
に
も 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

　
「
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
一
人
で
作
業
し
て
い
る
の
で
、
少
し 

大
変
で
す
が
、
一
人
で
も
作
業
が
で
き
る
よ
う
工
夫
を
学
び
な 

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
最
近
は
、
農
薬
の
問
題
が
あ
っ
た
り
、
消
費
者
の
健
康
志
向 

も
強
い
の
で
、
都
市
部
で
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
が
売
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
す
か
ら
、
千
葉
の
畑
で
も
　

ウ
コ
ン
　

や
　

サ
ツ
マ
イ
モ
　

を 

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
よ
」（
泉
水
さ
ん
） 

　
毎
日
、
朝
早
く
か
ら
夕
方
ま
で
働
く
泉
水
さ
ん
に
元
気
の
素 

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
鎌
倉
の
児
童
養
護
施
設
に
単
身
で
勤
め
、 

頑
張
っ
て
い
る
妻
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
で
す
か
ね
ぇ 

…
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど 

を
毎
日
出
荷
し
て
い 

る
泉
水
さ
ん
は
、
最 

後
に
「
こ
れ
か
ら
も 

農
業
を
続
け
、
子
ど 

も
た
ち
が
体
験
し
、 

学
べ
る
よ
う
な
農
園 

を
つ
く
る
こ
と
が
私 

の
夢
で
す
ね
ぇ
」
と 

語
っ
て
い
ま
し
た
。 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

ナス畑で作業する泉水さん 
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農
家
の
み
な
さ
ん
が
生
産
し
た
米
を
消
費
者

の
方
々
に
計
画
的
か
つ
安
定
的
に
届
け
る
た
め
、
 

生
産
し
た
米
を
計
画
流
通
米
（
自
主
流
通
米
・

政
府
米
）
と
し
て
農
協
等
（
農
林
水
産
大
臣
が

登
録
し
た
取
扱
業
者
）
に
出
荷
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
農
協
等
と
出
荷
契
約
を
し
た
数

量
は
、
全
量
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
出
荷
さ
れ
た
米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
は
、
 

そ
の
下
落
分
を
定
率
で
補
て
ん
（
担
い
手
コ
ー

ス
９
割
、
一
般
コ
ー
ス
８
割
、
計
画
外
コ
ー
ス

６
割
）
す
る
稲
作
経
営
安
定
対
策
の
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
加
入
に
よ
り
安
心
し
て
出
荷
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

                  
な
お
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
農
協
等
以
外
の

消
費
者
な
ど
に
直
接
販
売
す
る
場
合
は
「
計
画

外
流
通
米
」
と
し
て
事
前
に
届
出
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
 

 
米
の
出
荷
や
届
出
な
ど
に
関
し
て
は
、
次
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
仙
台
食
糧
事
務
所
会
津
若
松
支
所
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
７
３
８
１
 

   　
最
近
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
や
ク
マ

を
目
撃
し
た
と
の
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

                  
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
キ
ノ
コ
採
取
な
ど
で
入

山
す
る
場
合
は
、
ク
マ
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が

非
常
に
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
山
に
入
る
時
や
農
作
業
を
す
る
時
は
、
一
人
 

 
で
の
行
動
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
（
早
朝
や
薄
暮
時
は
入
山
し
な
い
）
 

◆
ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
 

 
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
 

 
に
引
き
返
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
な
お
、
ク
マ
を
見
か
け
た
時
や
、
被
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
農
林
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
農
林
課
林
政
係
 
　
　
│
４
５
３
１
 

22

45

　恒例の秋のビックイベント「西会津ふるさとまつり」 
を11月２日から４日まで３日間にわたりさゆり公園で 
開催します。 
　今年は「手づく 
り｣と｢心身の健康｣ 
をテーマに、充実 
した内容で開催し 
ます。みなさんの 
多数のご来場をお 
待ちしています。 
主なイベントの 
開催日程は次のとおりです。 
●11月2日（土） 
　オープニングセレモニー 
　町長杯争奪親善ゲートボール大会 
　子どもとお年寄りのふれあい交流会 
　桐ゲタ投げ全国大会 
　全国の「桐」さん「さゆり」さん大集合 
　マジックショー 
●11月3日（日） 
　民俗芸能と民謡の集い 
　スポーツフェスティバル 
　牛牛フェア 
　ミュージックフェスタ 
●11月4日（月） 
　第14回桐ゲタ健康マラソン大会 
　キャラクターショー 
　歌謡ショー 
 
　なお、各イベントへの参加者を募集しています｡ 
詳しくは、チラシをご覧のうえ、次に申込みください。 
【申込み・問い合わせ先】 
　町ふるさと振興推進委員会事務局／地域振興課内 
　　４５－２２１３ 

11月2日～4日は 
　第17回西会津の文化と産業祭 ″ ″ 
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自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通
事
故

時
の
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
や
原

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。
 

　
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
や
原
付
自
転
車
は
、
 

特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
 

 
　
０
２
４
│
　
│
０
３
４
３
 

   　
全
国
の
法
務
局
で
は
、
　
月
か
ら
商
法
の
規

定
に
よ
り
、
５
年
以
上
登
記
を
し
て
い
な
い
株

式
会
社
で
、
営
業
し
て
い
な
い
会
社
の
整
理
作

業
を
行
い
ま
す
。
 

　
今
年
　
月
１
日
の
時
点
で
最
後
の
登
記
か
ら
 

５
年
を
経
過
し
て
い
る
株
式
会
社
は
、
　
月
２

日
ま
で
に
登
記
の
申
請
ま
た
は
「
ま
だ
営
業
を

廃
止
し
て
い
な
い
」
旨
の
届
出
を
し
な
い
と
解

散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
職
権
で
解
散
の
登

記
が
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
申
請
や
届
出

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
法
務
局
坂
下
出
張
所
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
２
５
０
２
 

   ●
児
童
扶
養
手
当
 

 
こ
の
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い
子
ど
も
を
育

て
る
家
庭
の
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
の
制
度
で
す
。
 

▼
対
象
者
 

　
離
婚
な
ど
で
父
親
と
生
計
を
別
に
し
て
い
る
 

方
や
父
親
が
亡
く
な
っ
た
方
、
父
親
の
心
身
に
 

重
度
の
障
害
が
あ
る
方
な
ど
で
、
　
歳
未
満
の

子
ど
も
を
育
て
て
い
る
母
親
、
ま
た
は
母
親
に

代
わ
っ
て
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
こ
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 ●
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

 
こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
の
、
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

▼
対
象
者
 

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
、
中
度
も
し
く
は
重
度

の
障
害
が
あ
る
　
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 
前
記
の
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
で

認
定
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
県

が
審
査
し
、
知
事
が
認
定
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
両
手
当
と
も
毎
年
１
回
、
現
況
・
所
 

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
 

く
は
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
　
　
│
２
２
１
４
 

     
会
津
地
域
の
情
報
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、

日
頃
の
研
究
開
発
や
事
業
の
成
果
を
一
同
に
持

ち
寄
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
や
企
業
、
行
政
関

係
者
の
方
々
に
最
先
端
の
科
学
技
術
を
展
示
、

紹
介
す
る
「
会
津
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
キ
ス
ポ
　
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

◆
日
時
 
　
月
　
日（
土
）
午
前
　
時
〜
午
後
５
時
 

 
 
 
 
 
 
　
日（
日
）
午
前
　
時
〜
午
後
４
時
 

◆
会
場
 
会
津
若
松
市
 
 

 
 
 
 
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
 

◆
内
容
 
　
日
･
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

 
 
 
 
 
 
･
開
発
成
果
展
示
会
 

 
 
 
 
 
 
･
地
域
情
報
化
セ
ミ
ナ
ー
　
ほ
か
 

 
 
 
 
　
日
･
講
演
会
「
労
働
市
場
の
流
動
化
 

　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
ど
う
生
き
残
る
か
」
 

 
 
 
 
 
 
･
開
発
成
果
展
示
会
 
ほ
か
 

◆
入
場
料
 
無
料
 

 
な
お
、
情
報
技
術
関
係
で
仕
事
を
希
望
す
る

求
職
者
が
、求
人
企
業
と
直
接
対
話
で
き
る「
ビ
 

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
両
日
開
催
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
キ
ス
ポ
　
実
行
委
員
会

　
事
務
局
／
㈱
会
津
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
内
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
２
７
６
６
 

83

39

45

546

　10月21日（月）から27日（日）は、秋の行 
政相談週間です。 
　行政相談は、役所（国､県､市町村）や 
公団、公庫、ＮＴＴ、ＪＲなどの仕事に 
関して、苦情や困っていること、心配な 
こと、わからないこと、要望したいこと 
について相談に応じ、その解決のお手伝 
いをするもので、総務省では毎年春と秋 
に行政相談週間を設け、行政相談制度の 
一層の利用を呼びかけています。 
　町でも、行政相談会を次のとおり開催 
しますので、お気軽にご利用ください。 
　また、合わせて特設人権相談所を開設 
します。いじめや家庭内の問題、近隣間 
のトラブルなどこの機会にご相談くださ 
い。 
　日時や会場、相談員の方々は次のとお 
りです。なお、相談は無料で秘密は堅く 
守られます。 
 
◆日時・会場（行政相談･人権相談） 
　10月22日（火） 
　　午前９時30分～正午　新郷連絡所 
　　午後１時30分～４時　奥川支所 
　10月23日（水） 
　　午前９時30分～正午　保健センター 
　　午後１時30分～４時　公民館 
 
◆行政相談 
　行政相談員　山本義子さん（9町内2） 
 
◆人権相談 
　人権擁護委員　薄上幸一さん（３町内） 
　　　　　　　　佐藤栄一さん（出ケ原） 
　　　　　　　　伊藤岩雄さん（　塩　） 

10

10

12

18

2002

2002

101213

12

10

13

10

20
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齋　藤　ツ　ル（94）　　　　　　８町内 

高　橋　美都子（69）　功　　妻　9町内2 

長谷川　ミチヨ（71）謙　吉　妹　安　座 

二　瓶　　　孝（54）悦　子　夫　上野尻 

相　原　義　孝　　芝　草 

鹿　目　真理子　　会津若松市 

 

長谷川　溶　一　　黒　沢 

春日谷　友　美　　会津若松市 

な 

と 

な 

ひろ 

佐　藤　奈　々　　俊一・ゆかり　芝　草 

 

塚　原　大　翔　　一雄・由紀　　西林東 

◆日時　10月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

10月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

10月10日（木） 納期限 

10月31日（木） 納期限 

○固定資産税第３期 
○介護保険料第５期 
○ケーブルテレビ使用料 
○土地改良区償還賦課金第２期 

　
千
代
の
富
士
が
極
め
た
大
相
撲
や
 

九
月
中
旬
に
町
内
各
地
で
行
わ
れ
た
 

祭
礼
と
い
っ
た
伝
統
文
化
。
▼
私
の
 

集
落
で
も
秋
の
祭
礼
に
は
、
や
ぐ
ら
 

が
立
て
ら
れ
、
踊
り
が
催
さ
れ
て
い
 

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
行
 

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
▼
パ
ソ
コ
ン
や
 

携
帯
電
話
と
情
報
化
が
進
む
今
日
、
 

情
報
を
目
で
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
 

伝
統
文
化
な
ど
に
触
れ
、
実
際
に
体
 

験
す
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
 

ょ
う
か
。
▼
諏
訪
・
熊
野
神
社
祭
礼
 

の
御
輿
渡
御
な
ど
そ
の
地
に
し
か
な
 

い
伝
統
文
化
を
ず
っ
と
受
け
継
い
で
 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

人　口　　９，２７１人　　　－１０人 
　男　　　４，５０３人　　　－　７人 
　女　　　４，７６８人　　　－　３人 
世　帯　　３，００７世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥有　　隣　　病　　院 
（０２４１）　猪　　俣　　医　　院 
会津若松市‥手　　塚　　医　　院 
（０２４２）　佐　　藤　　病　　院 
　　　　　　山田整形外科医院 
 
喜 多 方 市‥入　　澤　　病　　院 
（０２４１）　佐　　原　　病　　院 
　　　　　　い　と　う　眼　科 
会津若松市‥佐藤内科小児科医院 
（０２４２）　わたなべクリニック 
　　　　　　二 瓶 眼 科 医 院 
 
喜 多 方 市‥県 立 喜 多 方 病 院 
（０２４１）　あきもと整形外科クリニック 
会津若松市‥福西内科小児科医院 
（０２４２）　いとう子どもクリニック 
　　　　　　高　村　整　形　外　科 
 
喜 多 方 市‥小　　野　　病　　院 
（０２４１）　き た か た 診 療 所 
会津若松市‥佐藤内科循環器科医院 
（０２４２）　森 田 小 児 科 医 院 
　　　　　　穴沢耳鼻咽喉科医院 
 
喜 多 方 市‥鳴　　瀬　　病　　院 
（０２４１）　大　　竹　　内　　科 
会津若松市‥増 戸 内 科 医 院 
（０２４２）　さ とう小児科医院 
　　　　　　志　　波　　医　　院 
 
喜 多 方 市‥有　　隣　　病　　院 
（０２４１）　君 島 ク リ ニ ッ ク 
会津若松市‥くらしげ内科小児科医院 
（０２４２）　浜 崎 小 児 科 医 院 
　　　　　　あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 
 
喜 多 方 市‥入　　澤　　病　　院 
（０２４１）　佐　　原　　病　　院 
　　　　　　斎　　藤　　医　　院 
会津若松市‥そね内科クリニック 
（０２４２）　いいづかファミリークリニック 
　　　　　　佐 瀬 皮 膚 科 医 院  

三　島　町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
山　都　町 
会津若松市 
 
河　東　町 
会津若松市 
 
会津本郷町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 

栗　城　歯　科 
加 羽 沢 歯 科  
 
う え の 歯 科 
小　汲　歯　科 
 
アイデンタルクリニック 
お ん だ 歯 科 
 
さいとう歯科 
加　藤　歯　科 
 
いしかわ歯科 
大　村　歯　科 
 
江　川　歯　科 
神　尾　歯　科 
 
井　草　歯　科 
神　田　歯　科 

（０２４１）５２－３３３４ 
（０２４２）２６－０４１８ 
 
（０２４１）２１－８８５２ 
（０２４２）２２－０１７２ 
 
（０２４１）２４－４５４５ 
（０２４２）２２－６３１１ 
 
（０２４１）３８－３９１０ 
（０２４２）２４－０５５０ 
 
（０２４２）７５－５５５０ 
（０２４２）２２－０１９５ 
 
（０２４２）５６－２１１８ 
（０２４２）２４－９２７３ 
 
（０２４１）２２－１５６３ 
（０２４２）２４－１１８２ 

２４－５０２１ 
２２－０２６４ 
２７－５６１８ 
２６－３５１５ 
２６－２７７２ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－５９００ 
２７－３７８６ 
２４－０５０６ 
２２－１９３２ 
 
２２－２１８１ 
２１－１５１５ 
２６－３６６６ 
２７－４６０１ 
２８－３３１９ 
 
２２－０４１４ 
２３－３６１１ 
２６－２８２０ 
２７－７６８６ 
２９－００３３ 
 
２４－３３３３ 
２２－０２４１ 
２５－４８７６ 
２４－０８３０ 
２２－０２８９ 
 
２４－５０２１ 
２４－５８００ 
２８－５０１５ 
２７－０９５１ 
２８－１２０５ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－０２１２ 
３３－１０２４ 
３２－３３３０ 
３３－１１２２ 

10月6日 

13日 

14日 

20日 

27日 

11月3日 

4日 

10月6日 

13日 

14日 

20日 

27日 

11月3日 

4日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

み
こ
し
と
ぎ
ょ
 

〈敬称略〉 


